



































































































































































































































 下ページの図１は,兵庫県神戸市灘区にある水道筋商店街に設置されている IC 機器である。これは消費者が IC
機器を持ち商店街を歩くことによって店舗情報やセール情報,商品情報をその場で聞くことができると共に,様々な
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図７ 心斎橋商店街の facebookページ 
  
 










 しかし,IT 機器は非常に革新が早く,常に新しいデバイスが登場している。先に挙げた IC タグやAR 技術は,特段
の知識が無くても利用することができる。最近では,スマートフォンに加えてタブレット PC などが急速に普及し,
ネットワーク利用料金低価格化,そして簡易化も進んでいる。こうした IT 機器は,それまで IT リテラシーの低かっ
たユーザーにも徐々に浸透しつつあり,SNS が生活に浸透する基盤は徐々に確立されつつもある。こうした最新の
基盤を活かしながら,商店街がSNSを利用していくことが今,最も必要である。 
 
 
おわりに 
 本考察において,商店街活性化において重要な地域性とは何かという議論の中で,地域性とは常に各時代の経済的
な影響を受けながら変化するものであり,SNS は常に変化する地域性と親和性が高く,商店街をサポートし促進する
ツールとして有効であることが分かった。特に地域性の重要な要素である商品や立地,歴史性の観点からも,SNS は
新しいニーズへの対応方法として利用価値の高いものであった。しかし,現状では十分に SNS の特徴が理解され,
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ビス，運用方法といった点での議論が必要であろう。また，より踏み込んだ地域性を活かせるよ
うな商店街と SNSの関係と運用システムの検討も重要である。この点に関しては，今後の研究の
テーマとしたい。
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